
「讃岐の酒蔵」の今とこれから 

■講師 
川人 裕⼀郎（かわひと ゆういちろう）   
香川県酒造組合  会⻑           

【略 歴】 
昭和44年 観音寺市出身 

 東京農業大学卒業 

平成６年 川鶴酒造株式会社取締役 就任 

平成16年 同社代表取締役 就任（現職） 

平成20年 香川県酒造組合副会長 就任 

平成29年 香川県酒造組合会長 就任（現職） 

令和４年 日本酒造組合中央会 四国支部長 就任（現職） 

（その他 役職等） 

四国清酒懇話会 会長（平成 30 年～令和２年） 

香川県愛醸会 会長（平成 26 年～令和３年） 

副会長（令和３年～現職） 

観音寺間税会 会長（令和５年～現職） 

【紹 介】 
香川県酒造組合は、次の事業に取り組んでいる団体です。 

①讃岐の地酒の需要促進活動 

②組合員（酒造会社）の経営改善や合理化の推進 

③各種法律の遵守通達 

④醸造技術の向上のための研修等開催 

⑤業界発展のための各種施策実行 

講師は、県内蔵元６社のうちの１社である川鶴酒造株式会社の代表取締役を務めながら、平成 20 年

に香川県酒造組合副会長、平成 29 年から現在まで香川県酒造組合会長を務めています。 

 
 

 
 

 

 日本酒業界の流れ 

 香川県の酒蔵の変遷～時代と共に～ 

 香川県酒造組合の取り組み内容、啓蒙活動など 

 酒米「さぬきよいまい」の開発 

 香川県酵母「さぬきオリーブ酵母」の開発背景 

 その他 

上記について講義する予定です。 

【第３回】講義内容の紹介  10 月 17 日（火） 

■講義概要 


